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見出された．

わが国における肝吸虫の分布は広く，ほぼ全土にわた

って感染者が発見されているが，肝吸虫症の流行地とし

てかなり濃厚な感染のみられる地域がいくつか報告され

た．すなわち，滋賀県琵琶湖周辺のほかに，宮城県仙台

平野，秋田県能代地方，群馬県邑楽地方，埼玉県北埼お

よび埼葛地方，茨城県と千葉県にまたがる霞ケ浦，北

浦，印旛沼周辺地方，新潟県蒲原地方，富山県小矢部川

流域，石川県加賀平野，福井県九頭竜川流域，長野県諏

訪盆地，愛知県濃尾平野，岡山県児島湾地方，広島県芦

田川流域，山口県椹野川下流デルタ，徳島県吉野川流

域，香川県高松市周辺，福岡県遠賀川流域および福岡県

と佐賀県にまたがる筑後川流域，熊本市外，江津湖周辺

などである．上記の流行地の中には古くから知られてい

た流行地もあり，また最近に至って知られた流行地もあ

る．しかしながら第２次大戦以後わが国においては国士

の開発と国民の生活環境の急激な変化によって肝吸虫症

流行の状況もまた急速に変化しつつあると考えねばなら

ない．われわれは以上のような観点から最近における琵

琶湖周辺の肝吸虫症流行状況を調査する計画をたて，

1962年以来これを行ない，すでに若干の報告を行なって

きたが（長花ら1962,1967)，ここにそれをまとめて記

載することにする．

材料ならび方法

マメタニシの分布調査は，1962年から1969年の間に琵

琶湖岸ならびにこの湖に連らなる河川や水路，さらに湖

滋賀県琵琶湖はわが国における肝吸虫研究の歴史の上

からみても，またその周辺地域に現在なお肝吸虫症の

流行が相当みられるという点からみても極めて重要な地

域ということができる．わが国で最初に肝吸虫を人体か

ら見出したIよの石坂堅荘で，岡山県の１男子を剖検して

成虫を見出し，1878年に公表したことはよく知られた事

実である．一方滋賀県に関する記録として，香山および

難波（1892）は，かつて京都府立医学校において解剖の

際，肝吸虫を偶然発見した事が２回におよんだことを記

憶しているとのべ，また，望月・堤（1899）によると，

すでに明治12年（1879）の頃，熊谷が１老婦屍を解剖し

た際，偶然肝吸虫を発見したことを記述し，かつ両氏は

滋賀県下住民の糞便検査を行なって肝吸虫感染者の非常

に多いことを指摘した．また肝吸虫の発育史の研究の歴

史においても琵琶湖は重要な意味をもっている．すなわ

ち，小林（1910）の肝吸虫第２中間宿主の発見以後，第

１中間宿主の発見に努力していた武藤（1918,1919）は

琵琶湖産のマメタニシから肝吸虫のセルカリアを得，こ

の巻貝を本吸虫の第１中間宿主であると決定した．時に

1918年のことである．その後，琵琶湖周辺地域が肝吸虫

の流行地であることが広く知られ，若干の研究者によっ

て住民の問における本吸虫の感染状態が明らかにされ，

また湖産の種々の淡水魚から本吸虫のメタセルカリアが

本研究に要した費用の一部は文部省科学研究綜合研

究費，千代田生命社会厚生事業助成金，ならびに滋

賀県庁からの補助によった．記して謝意を表する．

＊現在，川崎医科大学
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第１表滋賀県琵琶湖周辺におけるマメタニシ分布調査成績，特に調査地点名およびマメタニシの分布状況

講灌ＩＮ“ 二二二調査
布状況年度

調査地点名Ｎｏ．調査地名 調査地名 調査地点名

什
什 近江八幡市王浜堀切（１）

〃〃〃（２）

〃〃伊庭内湖もろこ谷

〃 白王伊庭内湖西岸

〃〃クリーク

円山〃〃

〃〃伊庭内湖（１）
〃 浅ﾉ｣､井〃（２）
〃 ｵﾋ津田津田内湖クリーク入口
〃 中之庄〃（１）

〃〃〃（２）
〃 長命寺〃（３）

〃〃〃クリーク入口

〃 南津田〃（４）

〃〃〃（５）
〃 岡山水路

〃 沖島南東岸

神崎郡野登川町伊庭伊庭内湖（３）

蒲生郡安土町常楽寺〃（４）

野州郡中主町吉川西浦真珠カラス貝養殖池
〃〃〃〃〃

〃守山町ﾉj､浜干拓地溜池

〃〃〃鵜飼沼

〃〃木浜西之入り潟

草津市志那中町湖岸水路

〃志那平潟

〃〃 籾U平湖

〃山田不動浜山田港

〃矢橋矢橋港

大津市瀬田町大萱浜口

〃〃月輪月輪池

〃〃橋本瀬田川新幹線鉄橋下

〃膳所膳所城趾湖岸

〃浜大津疎水取入口

〃唐崎唐崎の松附近湖岸

〃雄琴町入江

〃堅田町本堅田浮見堂下

〃〃〃〃南桟橋

滋賀郡滋賀町南小松近江舞子内湖

高島郡高島町勝野乙女池

〃〃〃大溝漁港

〃安曇川町横江浜松ノ木内湖

〃今津町今津南沼

〃〃〃中沼

〃〃北柳三人沼

ノノマキノ町梅津入江

〃〃〃内湖

〃〃小沼小沼

伊香郡余呉村江士余呉湖北西岸

〃〃〃〃東岸

〃〃〃〃余呉川導水路

〃〃〃〃余呉川導水路口

〃〃下余呉江士川（１）

〃〃〃〃（２）

〃〃坂口余呉湖排水口

〃木之本町黒田〃（１）

〃〃〃〃（２）

〃〃田井伊香具神社神池

〃〃西山余呉川（３）

〃〃北布施〃（４）

〃〃布施〃（５）

〃高月町磯野〃（６）

〃〃東柳野〃（７）売比多鳥居

〃〃〃〃（８）〃

〃〃西柳野〃（９）菅草橋下

東浅井郡湖北町山本〃（10)一条橋下

〃〃尾上尾上魚湖

〃〃津の里野田沼

〃〃尾上尾上水泳場

〃琵琶村早崎早崎内湖

〃〃〃南浦内湖

〃〃南浜南浜内湖

〃〃〃〃〃導水路

〃〃細江大郷内湖干拓地

長浜市長浜港大豊公園

坂田郡近江町長沢びわだ川北沼

〃〃賀野〃南沼

〃米原町朝妻筑摩溜池

〃〃〃入江湖

彦根市中藪町 芹川河口

〃八阪町 江面川河口．

〃廿路町野田沼（１）

〃須越町〃（２）

〃〃〃導水路（１）

〃〃〃〃（２）

〃三津屋町宇曾川河口
〃〃 槽i障根招導水路

〃〃〃干拓堰堤下

愛知郡稲枝町石寺〃南岸

〃〃〃〃干拓地

〃〃〃水路今川橋下

ノノノノ柳川〃柳川橋下

〃〃薩摩〃むろと橋下

ノノノノノノ善照寺裏池（１）

ノノノノ〃〃（２）

ノノノノ新海北浦沼

〃〃〃北浦沼水路 、
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第１図滋賀県琵琶湖周辺におけるマメタニシ分布調査地図．（）でかこんだ地

点はマメタニシの棲息を認めた地点，他は認めなかった地点

池，沼などについて行なった．マメタ 取し，その中のマメタニシを採集した．の周辺に存在する池，沼などについて行なった．マメタ取し,その中のマメタニシを採集した．また,マメタニシ

ニシの採集は現地においてこれら水域の岸から，あるいの分布濃度は＋，升，＋|+というように表わしたが，これ

は舟の上から水生植物を引きあげこれに附着しているマ は１人の採集者が30分間に大体50個以上採集できるよう

メタニシを採集した．また，ある場合は湖底の泥土を採な場合を舟，数個ないし50個程度の場合を++とし，それ

(２３）
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次に琵琶湖の西岸について，１６カ所での調査を行なっ

た．その内，琵琶湖大橋以南の６カ所（82～87）ではす

べての地点でマメタニシの棲息を認め，就中，雄琴(85）

および堅田の浮見堂附近（86）ではかなり豊富に採集さ

れた．琵琶湖大橋以北の西岸では比良山脈が湖にせま

り，いわゆる白砂青松の砂地が連なり，ややマメタニシ

の棲息には適さないが，それでも泥質の内湖（88）や入

江（90）にはかなりのマメタニシを認めた．特に近江舞

子内湖は高い密度で本貝が棲息していた．ところが89,

90～95の地点は湖岸に沿った溜池であるがマメタニシの，

棲息を認めなかった．

以下の場合を＋とした．しかしこのような採集個体数は

採集者によっても差があり，また採集時の季節や水辺環

境の変化によっても差を生ずるのであくまで大まかな表

現である．

成績

マメタニシの分布調査を実施した地点は合計97カ所で

その地点の地名とさらに具体的な地点の名を第１表に示

し，かつ地図上の位置を第１図に示した．

まず琵琶湖の北端と賎ケ岳を境にして位置する余呉湖

にはマメタニシがかなり多数棲息していた（採集地番号

１，２，４）．一方この余呉湖と導水路をもって接続し

ている余呉川ではその河口附近を除いてはマメタニシは

採集されなかった（３，５～19）．この余呉川河口から

姉川河口に至る間の湖岸ならびに数個の内湖にはマメタ

ニシの棲息を認めた（20～26)．次に長浜市から彦根市

をへて愛知川に至る湖岸一帯（27～49）はマメタニシの

分布は少なく曾根沼（39,40)，善照寺裏池（47)，北浦

沼（48,49）のような小さな沼にマメタニシの棲息を認

めたのみであった．

次に伊庭内湖は琵琶湖に存在する内湖のうち最大のも

のであるが干拓工事が進み，急速にその環境が変化して

いる．この干拓工事の初期すなわち1962年にわれわれが

調査した成績では，５０～５８，６７，６８の11地点のうち52,

54,58の３地点にマメタニシの棲息を認めた．しかし，

このうち54と58は伊庭内湖とその西に存在する津田内湖

とを結ぶ水路である．津田内湖においては59～65の７地

点ので調査を行なった．この内湖も干拓工事の影響で特

に伊庭内湖に通ずる水路附近は水が濁っており，また内

湖の南岸一帯は農薬の影響などあって環境がかなり汚染

され，６４の地点ではマメタニシの死貝のみが湖底から採

集された．しかし北岸一帯（５９，６１，６２）では多数のマ

メタニシが菱に附着し棲息しているのが認められた．

野州川水系では河口附近の淡水真珠採取用のカラス貝

養殖池（69,70）および鵜飼沼（72）などでマメタニシ

が採集された．

琵琶湖大橋以南の琵琶湖東岸は現在かなり大規模な干

拓工事が進みつつあるが，われわれの調査した1963年お

よび1967年では広くマメタニシの棲息がみられた（73～

７９)．月輪池（80）は湖岸より数ｋｍはなれた山脚部に

ある潅概用溜池であるがマメタニシは認められなかっ

た．また琵琶湖から流れ出る瀬田川においても東海道新

幹線の鉄橋下附近（81）において少数のマメタニシが採

集された．

考察

琵琶湖ならびにその周辺におけるマメタニシの分布状

態について系統的な調査研究は従来行なわれていなかっ

たがすでにのべた如く武藤（1918）は大津市に接する琵

琶湖岸産のマメタニシに肝吸虫のセルカリアを認め，そ

の後第１回実験にはこの地区のマメタニシを用いたと述

べている．またAnnandale（1922）は膳所附近におい

てマメタニシを見出したと述べている．一方芝（1934）

は京城においてマメタニシの研究を行なったがその材料

の中に琵琶湖産および近江余呉川上流産のものを用いた

と記載している．杉原（1954）は滋賀県産マメタニシの

形態研究に，京都大学大津臨湖実験所うらの琵琶湖で同

所員が採集したものを用いたと記載している．また小林

(1956）は近年琵琶湖にマメタニシが少ないという印象

を述べた．林（1957）は瀬田川の起始部においてセタシ

ジミを目標に採集を行ない，数種の貝を得ているがマメ

タニシを見出していない．以上の如く琵琶湖におけるマ

メタニシの分布に関する記述は思ったより少ないもので

ある．今回われわれが行なった調査は琵琶湖のほぼ全域

にわたって行なったもので，マメタニシは広範囲に，か

つ豊富に分布棲息していることが明らかとなった．これ

らの成績は今後進められるであろう琵琶湖およびその周

辺地域の開発と，これにともなう湖水の汚濁化とどのよ

うな関係を示すか，さらに肝吸虫症の流行にどのような

影響を与えるか興味ある基礎資料になるものと信ずる．

結語

滋賀県琵琶湖周辺における肝吸虫症の疫学的研究の一

部として，まず第１中間宿主であるマメタニシの分布調

査を行なった．調査期間は1962年から1969年の間であ

る．

琵琶湖をとりまく９７カ所の調査において，マメタニシ

（２４）
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AN EPIDEMIOLOGICAL STUDY ON CLONORCHIS SINENSIS AROUND THE

LAKE BIWA, SHIGA PREFECTURE. (1) SURVEY ON DISTRIBUTION

OF PARAFOSSARULUS MANCHOURICUS, THE FIRST

INTERMEDIATE HOST SNAIL

Misao NAGAHANA, Yukio YOSHIDA, Hirohito SUGIHARA, Kikuo MATSUO,

Kaoru KONDO, Kiroku MATSUNO, Kenji OKAMOTO, Mari YAMADA,

Hiroshi KURIMOTO, Sachiko FUKUTOME, Seigo OKADA,

Kanehide ISHIGAMI and Seiichi SHIRASAKA

{Department of Medical Zoology, Kyoto Prefectural University of Medicine)

An epidemiological study on Clonorchis sinensis was carried out in an area around the

Lake Biwa, Shiga Prefecture, middle Japan, during the period 1962 to 1969. The present paper

describes the distribution of Parafossarulus manchouricus, the first intermediate host of this

fluke. Although the Lake Biwa is well known from the reason that Muto (1918) first determined

the snail host of Clonorchis sinensis in this lake, no systematic survey has been done on the

distribution of this snail.

As a result of our investigation on 97 stations around the lake, 39 were positive for the

snail. In Figure 1, the numbers put in parentheses indicate the positive stations. The fact that

the snail host distributes widely and abundantly in this lake suggests the possibility of further

expanse of Clonorchiasis sinensis in this area. It is interesting, on the other hand, to inspect

the effect of reclamation works and industrialization to the snail population in future.

( 26 )


